
平成２８年４月１４日（木） 

２３期２年次「福祉 GW」の皆様 
 ２年次「福祉」の GW を選考された皆様、選考されました動機は様々だと思います。 

たぶん共通する認識は、“超高齢化社会を当事者として、如何に生きて行くべきか”では 

ないでしょうか？家族のこと・夫婦で老いを迎えていること・健康問題・何れどちらかが 

一人になった時・要介護者となった時・認知症の心配・・時代と共に、食生活の改善や、 

健康に対する意識の向上、或は医学・医療の長足の進歩と薬剤の効能など、沢山の要因が 

“長命”をもたらしました。同時に前述したような事が社会問題化しました。 

嘗ては、長生きを“長寿”と云い、おめでたいことでした。現代はどうでしょう？ 

 

高齢者となって“身にかかる火の粉”を 
どう、振り払って行けばいいのでしょうか 

 

 ２１期２年次に「福祉 GW」を選考した有志（全員）が、２年次修了後、このまま解散 

するのはモッタイナイ！と、異口同音に思いが語られ、高齢者福祉を考え、超高齢社会を 

生きる同年代として、何か役立つ事を実践しよう！と、「活きいきシニア福祉の会」を起ち

上げ、同好の士を、あちら、こちらに輪を広げよう！そして、“同世代間で互助・近助の支

え合い”が、ごく自然にできる地域社会へと一歩でも前進できる一助となればの思いでした 

 

今月２０日（水）定例会があります   
ぜひ、参加してみませんか 

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところざわ倶楽部 

「活きいきシニア福祉の会」 

連絡 ☎ 090-5412-5760  佐藤 重松 

第１７回「活きいきシニア福祉の会」定例会 

日 時：４月２０日（水）午前９時３０分～１２時 
会 場：生涯学習センター１０２号室 
講 師：NPO（エージングサポート）代表 植村文彦 氏 

     「NPO の設立の経緯と活動について」 
＊参加の皆さんで懇談しながら情報交換したいと思います。 


